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1.は じ め に
遺 贈制限は,イ ス ラム相続法の一つの焦点 であ り,イ ス ラム相続法 の基 本
的性格は,遺 贈制限の面に きわめて良 く表現 され ている.こ れは被相続人 の
意思に基 く遺産の分配 を制限す る制度 であ り,そ の社会的意義は私有財産 の
自由処 分 と法定相続制度 との問に調和妥協をはか ることに存す る.私 有財産
制度 の下では1),各人は生前処分あ るいは遺言に よって 自己の財産 を 自由に
処分 し得 るものでなければ な らないが,他 方,人 類 共同生活 の縦 の連絡 をは
か るために法 定相続制度を是認 し,被 相続人の遺産をで きるだ け同一 の協同
体に属 す る近親 に承 継 させ ることが要請 され る.完 全な遺 贈の 自由を認 め る
英法系 は別 として,今 口,世 界の立法 例は この二つの要請 を調和 させ るため
に財産処 分の 自由に一定 の割 合額 の制限を も うけ,そ の割 合額 だけは必 ず相
続 人に承 継 させねば な ら ぬ と す る.こ の割 合額 を 自由に処 分 し うる割 合額
(可譲 部分)の 面か ら規定す る法制 と遺 さね ばな らぬ割 合額(遺 留分)の 面
か ら規定 す る法制 とが あ る.根 本 の思想は両者同 じであ るが,規 定 の仕 方,
細か い部分に 多少の差異があ る.イ ス ラム法は前者 の法制 を採用 した.
被相続人の処分権 を制限 しないで遺 言に よる財産 処分をすべ て有効 としな
が ら,相 続人の利益 を保護す るために,一 定 の限度内で相続 人に減殺請求権
を与え る制度が,い わゆ る遺留分制度で,フ ランス,ド イ ツ,イ タ リア,日
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本 の民法が採用 してい る.遺 留分制 度は直接に遺贈を制限 しない.そ れ故に
遺留 分超過 の遺贈が全面的 に無効でないのは勿論,超 過 部分 さえ も当然に は
無 効でな く,遺 留分超過 の遺 贈に よ り損害を蒙む る相続人に,超 過 部分につ
いて遣贈 を減殺 す る権利を付与す るにす ぎない.そ の結果,間 接的 に遺 贈を
制 限す る.
イ ス ラム相続 法は 直接に遺贈 を制限す る.遺 贈は,純 遺産(葬 式費用,債
務 を支払 った後の残余財産)の1/3を 限度 とし,こ れ を超 え る遺贈は全 面的
に 無効ではないが,超 過 部分は相続 人の同意が ないか ぎ り,無 効 であ る2)t
既 述の よ うに,遺 贈制限の制度は,相 続 人のための遺産 確保 とい う意味 を も
つ が同時 に,共 同相続 人間の 平等を維持す るとい う意味 もあ る.い ずれ の機
能 を重視す るかは,国 に よ り時代に よ り異な るが,イ ス ラム相続法は,こ の
二つ の機能 を共に活用 し二重 の遺 贈制限 を認 め る.① 人的制限に よって受 遺
者 の範囲 を制限す る.遺 贈は相続 人以外の第三者の ためにな され るべ きであ
り,相 続 人のため にな された遺 贈は他 の相続 人の同意が ないか ぎ り,無 効で
あ る.② 物的制限 に よって遺贈 の 日的物 の範 囲を制限す る.遺 贈↓ま純遺産 の
1/3以内でなけれ ばな らず,1/3を超す遺贈は 相続人の同意がないか ぎ り,
無 効であ る.
遺 留分は減殺に よって保障 され,必 ず相続 人に留保 されなければな らない,
被相 続人の財産 部分であ るが,イ スラム相続 法が定め る純 遺産の1/3は,被
相続 人が処分 し得ない財産 部分であ る.両 者は,相 続財産 中 の特定物 を必ず
相 続人に留保 しよ うとす るのではない点で同 じだが,イ ス ラム相続法 の遺贈
制 限は被相続 人が 処分 し得ない財産 部分 とい う法律構 成を とってお り,被 相
続人が処分 し得 るに もかかわ らず必ず相続人に留保 され る財産部分 とい う法
律構成 を とらない.従 って遺贈限度を超 えてな された遺贈は,全 く無効 であ
り,遺 留分制度の よ うに遺留分を保全す る限度 で相続人 に遺贈 の効 力を消滅
させ る権利を付与 す るのではない.遺 贈制限は,財 産 の所有者 であ る被 相続
人 といえ ども純遣産 の1/3以上を処分 し得 ない とい う意味で,被 相続人に義
務 を課 し,他 方,相 続人は純遺 産 の2/3を必ず相続 し得 る とい う意味 で,相
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続 人に権利 を付与す るが,被 相続 人の義務 とい う色彩の方 が濃 厚であ ると思
う.
イス ラム相統法は遺贈 を制 限す るが,各 人が生前に私有財産 を処 分す る自
由に全 く干渉 しない3)。しか し,遺 贈制限,相 続 人の利益保護 とい う相続法
の趣 旨を徹底す るた め に,"死 の床 でなされ る贈与"(死 を免 かれ得ない病
気 中に な され る贈与)に ついて特別 な考慮 を払 い4),かか る贈与は,純 粋 な
贈与 では な く,贈 与 と遺 贈の両方の性 質を具備 す るとみな してい る.そ れ故
に①生存者 間で行 う贈{戸に必要 な形 式,要 件 に従 うと同時に②遺 言法が定 め
る,す べ ての制 限に従わなければ な らない.そ の結果,死 の床 でな され る贈
与は①純遺産 の1/3を超えてはな らず② 相続 人へ の贈与 は,他 の相続人の同
意を必要 とす る.「 死の床の贈 与」は きわめて興 味深い テーマなので,別 の
機会に考察 したい.
遺 贈制限は,相 続 人の利益 を考慮 した制 度であ るか ら,全 く相続 人が存在
しなけ れば(① ザ ゥ ・ル ・フ ァラーイ ド② アサバー ト③ ザウ ・ル ・アルハ ー
ムだけでな く④ 契約に よる相続人⑤ 承認 され た血族の男子 も存在 しない場 合
を示す)被 相続 人は全遺産 を第二 者に遣贈 し うる.相 続 人がなければ,最 終
的に遺産 は国庫に帰属す るが,国 家の収用権は如何な る方法に よって も遺 贈
を制限 しない.従 って被相続人の遣 産は,相 続 人も受遺者 も共に存 在 しない
ときに,は じめて国庫に帰属す る.
以下 にお いて,イ ス ラム相続法 の遺贈制限 を①受遣者 に関す る人的制限 と
②遺贈 の範 囲に関す る物的制 限に分け て,ス ンニー法 とシーア法を比較考察
す る5).
1)イ スラム諸国におい て私 有財産制度 を承認 してい ることは,次 の憲法規定 か ら
も明白であ る.
トル コ共和国憲法第70条「……財産の所有及び処分 ……の権利は トル コ国}〈の
自由及び権利の一 部を構成す る」同71条「個人 の……財産……は侵 してはな らな
い」
リビア連合共和国憲法第31条「財産権は侵 してはな らない.す べて財産所有 者
は法律の範囲内で,そ の財産 を処分す ることを妨げ られない……」同32条r財産
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をすべ て没 収 す る刑 罰は 禁 ず る」
イ ラ ク王国 憲 法 第10条 「所 有 権 は これ を保 障す る」
イ ラ ン構成 法 第9条 「すべ て 個人 は … …そ の財 産 ・・…に つ い ては,い か な る侵
害 に 対 して も保障 され る」 同17条 「土地 又 は財 産 の所有 者 の所有 を奪 うことは ・
い か な る理 由に よ る か を問 わ ず,法 律に定 め る 手続 に よ る場 合 を除 き禁 止 され
る」
エ ジプ ト共 和国 憲 法 第11条 「私 的所 有権 は これを 保障 し,そ の 社会 的 機 能は 法
律 に よ り規 制 され る.… …」
シ リア憲 法 第2玉条 「財 産 は公 的 た もの であ ると同時 に 私 的 な もの とす る.… …
私 有財 産 は 保 障 す る.財 産 の所 有 お よび 処 分 の方 法は,そ の 社会 的 機能 を果 す よ
うに法 律 で定 め る.… … 」
ア ラブ連 合共 和国 暫 定 憲 法第5条 「私有 財 産は 不 可侵 とす る.… …」
ア フガ ニス タ ン政 治 の 基 本原 則 第15条 「ア フガ ニ ス タ ンに おい て は,あ らゆ る
人 の動 産 及び 不 動産 が 保 障 され る.… …」
チ ュニ ジア 共和 国 憲法 第14条 「財産 権 は保 障 され る.財 産 権は 法 律 で定 め る範
囲 内に お い て行 使 され る」




3)AsafA・A・Fyzee,op・cit・,p・208・贈 与とは無 償 で 他 人に財 産 自体 の所 有権 を
与 え る こ とで あ る.贈 与は ① 贈 与 者に よる贈 与 の宣 言 くYjabイジ ャー ヴ)② 受遺
者 に よ る贈 与 の承 諾(qabUlカー ブー ル)③ 占有 の移 転(qabdaカ ー ブ ダ)に よ
って成 立 す る.
4)M.D.Manek,op.cit.,p.p.152--i53.K.P.SakSena,op.cit.,p.p.867-871.
死 の床 で な され る法 律行 為 と して,贈 与の外 に,売 買,債 務の承 認,債 務の 免除,
婚姻,離 婚 の効 力が 問題 と な る.
5)遺 言一 般に 関 して,拙 稿 「イ ス ラム法 に おけ る遺"i明 治 大学 大 学 院紀 要第3
集p.p.267-276.
2.人 的 制 限
受遺者は,遣 贈を うけ る者 として遺言中に指定 された老で,自 然人のみ な
らず公益,宗 教,慈 善 の 目的を もつ寺院や病院な どの公共施設 も受遣者に指
定 され うるが,遺 言者 の相続人は原則 として受遺者 とな り得 ない1).
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受遺 者は財産 権の主体た り得 る者 で,遺 言成立の時 に存在す る以上,能 力
者,無 能 力者を問わない2).受遺老の宗教や国籍は関係 ないか ら,イ ス ラム
教 徒が非 イス ラム教徒を受遺 者に指定す る こともで きる(シ ャー フ ィー派は
反対)が,背 教者 への遺贈は不法であ る.こ の点に関 して学者 の間に異論は
ない3).公益,慈 善,宗 教 の 目的を もつ団体 も(イ ス ラム法 には法 人の概念
は存 在 しない)受 遺能 力が あ るが,か か る団体はあ くまで もイス ラム法が 許
容 す るものでなければ な らず,イ ス ラム教に反す る団体(キ リス ト教や ユ ダ
ヤ教 の教会)へ の遺贈は無効 であ る4).イス ラム法上,受 遺能 力は遺言成立
時 を基準 と し,遺 言の効力発生時 を基準 としないか ら,死 者,生 死不 明者へ
の遺贈 が無効であ るのは勿論,胎 児に対す る遺贈 も無効 であるはず だが,例
外 的に遺 言成立の時か ら6ヶ 月以内に生 きて生 まれ る ことを条件 に胎児 に も
受遺 能力を認めてい る.胎 児が死体で生 まれたな らば,遺 贈は最初 か ら無 効
になる5).シーア法 に よれば,胎 児へ の遺 贈は,遺 言の効力発生時(遺 言者
死亡 の時)か ら妊娠 の最 長期間(太 陰 暦のIOヶ 月)内 に胎児が生 きて生 ま
れ たな らば,有 効であ る6).シーア法は実際 問題 として,未 懐 胎児に受遺能
力を承認 す る可能性があ る.
ス ンニー法に よれ ば,故 意 あ るいは過失に よって遺 言者を死亡 させた老は,
受遺者 とな る資格 を剥奪 され るが7),シーア法 に よれ ば故 意に遺言者を死亡
させ た者 だけが受遣 者 とな る資格を剥奪 され る(故 意殺 の場 合に限 り過失殺
や 傷害致 死を含 まない).受 遺欠格は責任能力を前提 とす るの で,幼 者や心
神喪 失者 の よ うに,殺 害者に事物の道理を判断 す る能 力がなければ,受 遺欠
格 の問題 は生 じない.殺 害者 を受遺欠格者 とす る根拠 として 「人 間の生命は
神 の御心 の ままにあ るもので,殺 人 は神の御心 に反す る行為であ る」 とい う
予 言者 の伝 承が挙 げ られ る.こ の伝承 の趣 旨は,神 の御 心に反 して行動 した
者 は,イ ス ラム法が認 め る利益 の享受 を妨げ られ て も当然であ るとい う意味
だ と思われ る8).欠格の効果は,法 律の規 定に よって当然に生ず るのであ る
か ら,受 遺欠格者へ の遺 贈は相続人の同意があ って も無効であ る.し か し,
欠格 の効 果は,特 定 の被相続 人に対 して(相 対的),ま た特定 の相 続人の一
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身に とどまる(一 身専属的)も のであ るか ら,受 遣欠格 者の両親,子 供 その
他の血 族が受遺能力を奪われ るこ とはない.イ ス ラム法は,相 続 人へ の遺贈
を認めないので受遺欠格事 由 と相続欠格事由 とを,観 念上区別す る.
遣贈は単独行為 であ り,受 遺者 の意思に関係な く効 力を生ず るが,利 益 の
享受 と言え ども当人 の意思に反 してこれを強制すべ きでない とい う建前 か ら,
受遺者 に承認,放 棄 の 白由を認 めてい るg),承認,放 棄は,遺 言者の死亡 後
な ら何時 で も出来,時 期についての制 限はない.遺 贈 を承 認す ると,す でに
生 じていた遺贈の効力が確定す る.遺 贈 の放棄は,遺 言者死亡の時 に遡 って
効 力を生ず る.遡 及効を認めない と,遺 言者死亡 の時か ら受遺 者が放 棄す る
までの間,遺 贈 の 日的物が受遺老に帰 属 していた ことにな り放 棄の趣 旨に反
す る結果 を生ず るか らであ る.シ ーア法は,遺 言者 の生存 中に承認 を して も
有 効だ とす るが,本 来,遺 贈は遺 言者の死 亡に よ り効力を生 じ,そ の時 か ら
受遺者 は確定的権利 を取得す るものであ るか ら,遺 言者死 亡前におけ る承認
は無意味 と思われ る.遺 贈の内容が可分 であれば,部 分的 な承認,放 棄 も可
能 であ る.
ス ンニー法は,受 遺 者が承認 も放棄 もしないで死亡 した場合に,遺 贈はす
でに承認 された もの として取扱 うが,シ ーア法は,承 認,放 棄の権利は受遺
者 の相続人に承継せ られ,各 相続人は 自己の相続分 の範囲 内で承認,放 棄 を
す ることが できると解釈 してい る10,.承認,放 棄 の意思表示は一度 な され た
以i:,撤回 できない.
イス ラム相続法には 「相続人へ の遺 贈な し」 とい う格 言 が あ る.こ れ は
「神 はす べての相続 人を平等に扱 うために,特 定の相続 人へ の遺 贈を認め な
い,と 言 った」11)とい う伝承 を根 拠 とす る.遺 贈は,特 定 の人に財産 的利 益
を与 えん とす る被相続人の意思に基 ずいてお り,被 相続 人の 死亡に よ り当然
に その財産 的利益が相続人に承継 され る相続 とは本 質的に異 る12).それ故 に
相続人を受遺者 とす る場 合 もあ るが,相 続 人以外 の第 三者 を受遺者 とす る方
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がむ しろ普通 であ るか ら,受 遺者を相続 人以外 の第三者に限定 して も何 ら不
都合は生 じない と考 え られ る.
相続人へ の遺贈は,額 の 多少に関 係な く,無 効 であ る.但 し遺言者 の死亡
後(ス ソニー法),他 の相続人が同意 を与 えれば,こ のかぎ りで ない.相 続
人へ の遺贈禁1Lの根拠 として前記伝 承の他 に 「相続 人へ の遺贈 を承認す ると.
特 定の相続人に神が割 り当てた相続分以上 の ものを与 え ることになる.受 遺
者 と して相続人を指定 した遺 言は,相 続 に関す る神 の掟 を見 くび り,神 の書
(コー ラン)に 背 む くものであ る.神 の書に背 むいて行動す る者は イスラム
法 を犯 した こ とにな る」,「特定 の相続 人へ の遺贈は不法 であ る」,「神はす べ
ての相続人に,そ の者に特有 の権利 を割 り当てた」 とい う伝承 を挙げ よ う.
イス ラム法が唯一神た るアツ ラーの啓示=コ ー ランを中心 に構成 されてい る
以 ヒ,す べ ての禁IE条項は 神への忠誠 を基礎に置 く.そ して神へ の忠誠は,
神の書た る コー ランを主要 な法源 とす るイ スラム法へ の忠誠 を意味 す る.伝
承が示す よ うに,相 続 人へ の遺贈禁止は,イ ス ラム法 が個 々の相続 人のため
に定め る一定 の相 続分を保護す るためであ る.相 続 人の一人あ るいは一 部の
者 への遺贈 は,他 の相続 人の相 続分 を減少す るものであ り,こ れ に よって血
族の絆が破綻す る可能性 を生ず る.イ スラム相続法は,相 続 人へ の遺贈 と同
一の効果を生ず る相 続分の指定 を認めない.イ スラム教徒(特 に スンニー教
徒)に とって相続人巾の特 定の者を偏愛 し,そ の者に 多額の相 続分を 与え る
力 法は全 くない.
日本民 法を も含めて諸外国の民法は,相 続 人へ の遺贈 を承認す る(但 し,
その相続 人は遺留分権 を有 しない).遺 贈 を,相 続分の前渡あ るいは代替 と
み な し,遺 贈 を うけた相続 人が相続 人 として有す る遺留分権はすでに満足せ
しめ られた と考え るためであ ろ うが,他 の相続人の遣留分権が侵害 されない
か ぎ り問題 としない とい う意味 で,イ ス ラム法 に比較 して他の相続人 の利益
は保護 され ない.
相続 人へ の遺贈 の問題 を扱 うにあた り,ま ず 「相続人 の概念」 を定義ずけ
る必要が あ る.イ ス ラム法におけ る相続 人とその相続分は,き わめて複雑で
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あ る.主 た る相続 人 として① ザ ウ ・ル ・フ ァラーイ ド② アサ バー ト③ ザ ウ ・
ル ・アルハ ームが挙げ られ るが(ス ソニー法),も っ とも重要 なのはザ ウ ・
ル ・ファラーイ ド(法定相続 人)の 遺産相続 であ る、ザ ウ ・ル ・フ ァラーイ
ドには,娘,両 親,夫 と妻,全 血姉 妹,母 方 の半血兄弟姉妹,父 方 の半血姉
妹が いる.ア サバ ー トは父方の男性親族で,息 子,全 血 兄弟,父 方のお じが
これにあた る.こ こで各相続人の相続順位,相 続 分などを詳述す るこ とは不
可能 であ る13).
具 体的に,あ る者が相続人か否かは,遺 言者死亡の時 を基準 と して決定 し,
遺 言成立の時 を基準 としない14).AがB(Aの 兄)の ために遺 贈 を した後
に,a(Aの 子)が 生 まれた.AがBの ために した遺贈は完全に有効 であ
る.な ぜ な らばBはaの 出生に よって,A死 亡 の時 には相続人では ないか
ら.こ れ と異な り,AがBに 遺贈 を した時にはaが 生きていたが,そ の後
Aよ り先 にaが 死 んで しまったな らばAがBの ために した遺贈は無効 で
あ る.な ぜ な らば,Bは 遺言成 立時 にはAの 相続人ではなか ったがAの
生存 中にaが 死んで しまった ためにA死 亡時にはBはAの 相続 人であ
るか ら.
相続人 と非相続 人た る第三 老 との双方に遺贈が された場 合には,相 続人へ
の遺 贈部 分は額 の多少に関 係な く,他 の相続 人の 同意を必要 とし,同 意がな
け れば無 効であるが,第 三 者への遣贈部分は,後 述の よ うに純遺産 の1/3を
超 過 していないか ぎ り,相 続 人の同意 の有無に関 係な く,有 効であ る15).
ス ンニー法は,相 続人へ の遣贈は,額 の多少に関係な く,他 の相続人の同
意が ないか ぎ り,絶 対に無効 とす るが,シ ーア法 は相続 人へ の遺 贈 も,そ の
額 が純遺産 の1/3を超過 してい ないか ぎ り,他 の相続 人の同意の有無 に関係
な く,有 効だ とす る16).最近AllahabadHighCourtは「相続 人への遣贈
は,そ の額 が法律上 の遣贈 限度 であ る純遺産 の1/3を超過 し,か つ他 の相続
人の 同意が与 え られなか った として も,遺 贈の内容が 他の相続人 を全 く排斥
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して一・人の相 続人に全遺産 を与え るとい うのでないかぎ り,有 効であ る」 と
判示 した17).
永 久不変 の神の法 と考 え られ ていた イス ラム法 も,19世 紀 以来 ヨー ロッ
パ法の影響 を受け,刑 事法,行 政法,商 事法,民 法 とい う広範囲にわた って
ヨー ロッパ化が なされた.遺 贈 に関 して も大 きな変革があ り,ス ンニー法国
で あるに もかかわ らず,エ ジプ トお よび スー ダンは遺贈可能な1/3以内であ
るかぎ り,非 相続 人であ るか相続 人であ るか に関係 な く,相 続人の同意 を必
要 としない と定め た.相 続人へ の遺贈 を認め る実益は,未 亡人の保 護にあ る
と思われ る.コ ー ランに よれば,妻 の相続分は,子 がいれぽ,1/8で あ り
(第4章14節),し か も一夫 多妻制 を認 めてい るので,1/8を更に数人の妻
の問で分配す ることになれば,各 々の妻の相続 分はきわ めて少 ない.相 続人
へ の遺贈を認 め ると妻が保護 され る可能性は きわ めて大 きいが,エ ジプ ト,
スーダン以外の ス ンニー法国では,依 然 として相続人へ の遺贈は,他 の相続
人の同意がなければ,無 効であ る.
相続人へ の遺贈 も,他 の相続 人が遺 言の効力発生後に(ス ンニー法),明
示的,黙 示的に 同意すれば有効 とな る.相 続 人へ の遺 贈の効力を他 の相続 人
の同意 の有無にかか らしめたのは,遺 贈の人的制限は,本 来,他 の相続 人の
利益保護 を 目的 とす るか ら,他 の相続 人が同意を与えて権 利を放棄 した以上,
もはや その利益 を保護す る必要は ない とい う理 由に よる。
同意 の有無 を判断す るにあた り,次 の事項が考慮 され る.
① 同意は,実 質 的には相続 の一・部放 棄であ るか ら,被 後見人に代わ って
後 見人が同意を与 え ることは で きない.未 成年者 の事実 ヒの後見人であ る母
が,未 成年老に代わ って相続 人へ の遺 贈を同意 して も,そ れは有効 な抗弁 と
はな らない.
② 同意を与え るためには,相 続人は成年者 で且 つ思慮分別 を有 しなけれ
ば な らない、
③ 共同相続人の一人が与えた同意は,他 の相 続人の相続 分に影響を及ぼ
す こ とな く,そ の者の相続分だけを拘束す る.
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④ 遣 贈制限は,被 相続 人の盗意か ら相続 人の利 益を守 るこ とを 目的 とし
てお り,被 相続人の死後,制 限超過の遺 贈に 同意 を与え るか否 かは相続人の
自由であ るが,被 相続人の生存中に同意を認め る ことは,こ の制 度の否定 に
等 しい結果を生ず ること,ま た相続開始 前の同意が,し ば しば不 当な圧迫や
干渉に よってなされ る危険があ る ことを考 え ると,ス ンニー法 の よ うに,同
意権は相続開始に よって発生す る ものであ り相続 開始前 には存 在 しない とい
う解釈 の方が理解 し うる.ス ソニー法 に よって も遺言者の生 存中に なされた
同意が,遺 言者 の死 後 も撤 回 されず にあ るな らば,法 律上 は有効 な同意 とみ
な され る.シ ーア法は遺言 者の生前 お よび 死後の同意を共に有効 とす る.
⑤ 同意は明示 た るを要せず,黙 示 で もよい.し か し,同 意 を拒否 した と
い う事実 を証 明す る直 接証拠が存 在 しない とい う理 由で,間 接的 に同意 の存
在 を推断 してはな らない18).相続 人た る受遺者が 遺贈 された財産 を占有 し,
その財産の収益(地 代)な どを受けてい る事 実を他 の相続 人が黙認 してい る
場 合には,同 意 を与えた もの とみ なす と判示 された,
⑥ 同意は 自由意思 に基ずい てなされ なければ な らない.
⑦ 同意 を与えた相続人が支払不能 者であ って もよい.
⑧ 全遺産 を一人 の相続人に遺贈 した場 合に,他 の相続 人が法 律の錯誤 に
よって,こ れ に同意を与 えた として も,遺 贈は 有効であ る19).
相続人へ の遣贈は,他 の相続 人の同意がなけれ ば無効であ る.同 意がなけ
れば純 遺産 は受遺者 として指定 された相続 人を も含めた全相続人の問で,イ
スラム法が定め る各 自の相 続分に従 って分配 され る.
他の相続人の同意に よって完全に有 効 とな る相続人へ の遣 贈の法 律上の性
質は純粋な遣贈であ り,他 の相続人か らの贈与 とい う性質 を もた ない.但 し,
マ ー リキー派だけは,こ れ を他 の相続人か らの贈与 とみ な してい る20・.
1)MD.Manek,op.cit.,p.147.AsafA.A.Fyzee,op.clt.、p.359.K.P.
Saksena,op.cit.,p。p.856～858.
2)例 外 的 に,遺 言 老 死 亡 の 時 に 存 在 し な が ら,受 遣 能 力 を 有 しな い 者(受 遺 欠 格











]2)=一 ラ ン 第2章176節 は 「汝 ら の う ち 誰 か が 死 に 臨 ん で,も し 後 に 財 産 を 残 す
と き は,両 親 と 近 親 た ち の 利 益 に な る よ う な 立 派 な 遺 言 を す る こ と,神 を 畏 れ か
し 二む 人 の 義 務 と し て 」 と 規 定 し,イ ス ラ ム の 初 期 に お い て は 近 規 へ の 遺 贈 を 承
認 し て い た.こ れ は,イ ス ラ ム 以 前 の ア ラ ビ ア に お い て は.① 最 近 親 者 た る 男 系
の 男 性 親 族 の み が 相 続 権 を 有 し,② 女 性 親 族,傍 系 親 族 は 相 続 か ら 排 斥 さ れ て い
た 事 実 を 不 当 と し,両 親(特 に 母 親),女 性 親 族,傍 系 親 族 の 利 益 を 考 慮 し た も
の で あ ろ う.そ の 後,相 続 法 が 明 確 化 さ れ る に 及 ん で,こ の 規 定 は,コ ー ラ ン第
4章12～15節,175節 に よ っ て 廃ll:され た.
13)拙 稿 「イ ス ラ ム 法 に お け る 相 続 人 」 「シ ー ア 法 に お け る 椙 続 人 」 明 治 大 学 た 学









3.物 的 制 限
イ スラム相続法は,原 則 として不動産 と動産 を区別 しないD.ま たイギ リ
スの コモ ン ・ロー上の不動産権 と衡平法上 の不動産 権 とい うよ うに不動産権
の質的区 別,単 純 封土権,限 嗣 封上権,生 涯不動 産権,残 余権 とい うよ うに
存続期間についての区別 も認 めない.遺 贈は遣 言者が受遺者 に対 して財 産上
の利益を与 える出損行 為であ るか ら,一 身専 属性 を有 しない財産権は.す べ
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て遺 贈の 日的 とな りうるはず だが,イ ス ラム相続法は,財 産 それ 自体 の物体
(Ayn)と財産の使用権(Manafi)だけを遣 贈の 目的 と認め る2).Aynには
絶対的所 有権 だけが成立 す る.受 遣 者は,条 件成 就 までは完全 な所有権 を取
得 し得ず,条 件附所有権 を取 得す るにす ぎない停 止条 件附遺 贈は,無 効であ
り,条 件がついていて も単純遺 贈 とみな され る.し か し,Manafiには存続
期間 の制 限を認め る.Manafiの例は,将 来 の一 定期間家屋に居住す る権利.
土地建物 の賃料の よ うに一定 の財産 か ら生ず る果実を収取す る権利 であ る.
果実収取権 を遺 贈の 目的 とした場 合には,受 遺 者は元物 に対 して如何 な る権
利 も有 しない3).AがBにA所 有の家屋の使用権 をBの 生涯間に限定 し
て遺 贈 した場 合には,Aの 相続人はBが 死 亡す るまで 当該家屋 を保 有 しえ
ないので,Bを 生涯不動産権 者,Aの 相続人を確定 残余権 者 と呼ぶ ことが可
能 の よ うに思われ る.し か しイギ リス法上 の用 語をイ スラム法 に用 い ること
が 可能であ ると して も,既 述 のよ うに両法制は財産権 の観念 を全 く異 にす る.
所有権 の基本観念につ いて,イ スラ ム法学派 の間に意見の対立は ない4).
遺 贈のU的 物が,遺 言者死亡 の時 に,相 続 財産に属 してい なけれ ばな らな
いが5>,遺言者が相続 財産 に属 していないにか かわ らず,遺 贈の 目的 と した
と認 むべ き ときには,こ のか ぎ りでない.遺 贈の 目的物は 譲渡可能で なけれ
ば な らない か ら,イ ス ラム法h,次 の物は遺贈のU的 にな りえない.① 使用
を禁止 され る楽器,賭 博道 具② 哲学,占 星学その 他禁 止 され る学問 を扱 う書
物③ ぶ ど う酒醸造 の原料 とな るぶ ど うの実④ 犬,豚 その他 宗教上,儀 礼上汚
れ てい ると考 え られ る動物.
キ リス ト教徒その他の異教徒に コー ランの写本 やイ スラ ム教徒た る奴 隷を
遺 贈 し得 ない.(と ころで奴隷は,そ の主人の財産の一 部 とみ な され,主 人
は売却,贈 与,遺 贈の 目的 として 自由に処 分す ることが でき る.)
不特 定物 の遺 贈で も,同 種の物の一定量 を指示 した場 合には,そ の割 合は,
遺 言成 立の時を基準に算定 し,遺 言の効 力発生 の時 を基 準に算定 しない.A
が 「私 の所有す る山羊の1/4をBに 遺 贈す る」 とい う遣 言を した.遺 言成
立 の時 にAは40頭 の山羊を所有 して いたが,死 亡 の時には20頭 しか生
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きていなか った として も,遺 贈の対象は,遺 言成立時 の40頭 であ るか ら,
Bは40頭 ×1/4・=10頭の遺贈 を受け る6).しか し,同 種 でない物 の一定量
を指示 した場 合には,そ の割 合は,遺 言の効力発生の時を基準に算定す る.
Aが 「私の着物の1/4をBに 遺贈す る」 とい う遺言 を した.遺 言成立の時
にAは 着物 を40枚 もっていたが,遺 言の効力発生前に破れて しまい,遺
言 者死亡 の時には20枚 しか残 っていないな らば,Bは20枚 ×1/4=5枚
の遺 贈を受け るにす ぎない7ノ.
イスラム相続法に よれば,遺 贈は,イ ス ラム教徒に とって真に価値 ある物
につ きな され,そ の内容が,遺 言者の属す る宗派 の法が承認 す るものであ る
場 合にのみ有効 であ る.原 則 として無条件,無 期限,無 負担 の遺贈=単 純遣
贈 のみ を承認す る8).遺言者が遺贈の 目的に譲渡制限や所有制限を付けた と
して も,か か る制限は無効 であ るか ら,受 遺者は遺贈の 目的物を絶対的に取
得す る.ス ンニー法は条 件附遺 贈を認めないが,い わゆ る補充遺贈(Aが,
遺 言 の効 力発生以前に死亡 し,又 は遺言 の効力発生後 に遺贈 を放 棄 したな ら
ば,そ の財 産をBに 与 え るとい う遺贈)は 有効である9).また受遺 者に対 し
て 自己のた めに一定の義務を履行すべ き負担 を課 し て な す 遺贈(負 担附 遺
贈)は,そ の 目的が妥 当であ るな らば 有効であ る.妥 当性 の判断は,公 序 良
俗 に反す る事項 を 目的 とす る とか,事 実上又は法律上不能 である とか云 うよ
うな一般法律行為 の解釈に 従 ってな され るのではな く,イ ス ラム法 固有の立
場か らなされ てい る.① 遺言者 の墓石を飾 った り,墓石 に コーランの章句を
きざんだ り,墓 石 の上 に ドー ムや アーチを建て る(墓 石を野獣か ら保護す る
に必要 な設 備を除 く)義 務② キ リス ト教 の教会を建立す る義 務を履 行すべ き
負担 を課 してな した遺 贈は,不 法である10).シーア法 に よれば① 遺 言者の霊
を慰め るため に一定期間,あ るいは 永遠に礼拝を捧げ よ ② 遺言者の死体を
Kerbalaその他の神聖 な場 所に運べ ③遺言者の墓やイマー ムの聖堂に灯を
ともし花 を捧 げ よ④ 遺言者 に代わ って宗 教上の儀式を遂 行せ よ⑤ 神聖な祭の
日に貧乏人に ごちそ うせ よ とい う義務を履 行すべ き負担 を課 してな した遺 贈
は,合 法であ る.11)
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通常,遺 贈 には 包括遺贈 と特定遺贈 とがあ り,前 者は財産 の全部又は割合
に よる一 部を遺贈 の内容 とす る.既 述の よ うに,イ スラム法 においては,遺
産 の全部を遺贈 の内容 とす る ことはで きず,遺 贈は純 遺産の1/3を限度 とす
る(制 限遺 贈主義),後 者は個 々の財産的利益を具 体的に特定 して 遺 産の内
容 とす る.イ スラム法上は,特 定遺贈において も個 々の物の価格 が純 遺産の
1/3以内でなければ な らない.
例 を挙げ てみ よ う.被 相続 人の遺産はRs3500で あ った.葬 式費用が
RslOO,未払債 務がRs400あ った とす れば,差 引残高(純 遺産)はRs
3000である.被 相続人はRs3000x1/3=RslOOOまでは 自由に遺贈 し う
るが,少 な くともRs2000は 相続 人の間 で各 白の相続分に従 って分配 され
なければな らない.遺 贈 の物的制限の根拠は,コ ーラ ンでは な く,次 の伝承
に 見い出 され る.「 予言者 と同時 代の人で あるサ ー ド・イ ヴン ・ア ビー ・ワ
ッカースは死後,彼 の財産 を敬度 な 目的に捧げ よ うと決め ていた.メ ッカ征
服の年には悪 い病気が 流行 し,大 勢 の人が死んだ.ワ ッカースの妻 も瀕死の
床 についていた.そ の時予言者が彼を慰め るために見舞 った.そ こで ワッカ
ースは 『妻の病 気は きわめて重 く助か る見込みがあ りませ ん.神 の祝福に よ
り私は莫大な財産 を有 してい るが,妻 が死ねば,私 には一人娘 以外 に相続人
があ りません.私 は 敬度 な 目的のために全遺産を遺 贈 したいのですが出来 ま
す か』 とたずねた.予 言者は 『否』 と答えた.更 に ワ ッ カ ー スは 『遺産の
2/3,それがだめな ら1/2を遺 贈で きますか」 とたず ねた.予 言者 は 『否」
と答 えた・最後に ワ ツカースぱ 『では遺 産 の1/3を遺 贈で きますか』 とたず
ね る と,予 言者は 『出来 る.お 前は遺産 の1/3を遺贈で きる.し か し,お 前
の相続人 を他人の恩恵にあずか らなければ生 きていけない貧困状態 にお くよ
りも,遺 贈 な どしないで相続 人を裕福な状態にお く方 が よい ことだ』 と答え
た」12).予言者の真意は,相 続人があ るのに,相 続 人には一 物 も遺 さず全遺
産 を敬皮な 目的のため に遺贈 して しま うことは,そ の篤志は嘉 みす べ きであ
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って も近規者間 の義理人情に反 し,ま た相続人がそのため に生活に窮 しては,
当該相続人に気の毒 であ るだけでな く,社 会全体の不利益 で もある とい う点
にあろ う.遺 贈 の物的制限の基礎観念 として①相続 人に一一物 も遺 さず全遣産
を第三者 に遺贈す ることは,人 情 に反 し許 容 しがたい とい う道 義的要求 と②
被相続人か ら従来扶 養 され ていた者が相 続分を受け とれば,扶 養の必要が な
くな る.そ の結果,親 族あるいは社会が扶 養責 任を免かれ るだけでな く,そ
の者が社会の一員 として独立す る能 力を もつ ことになって結局,祉 会の利益
となる とい う社会的利益保護 の要求が挙げ られ よ う.伝 承は,相 続人が娘 で
あ る場合の ものであ るが,当 然に娘 以外のすべ ての相続人の場合に も適用 さ
れ る.但 し例外 と して,唯 一の相続人が妻であ るな ら,夫 は純 遺産 の5/6ま
で遺贈で きる.妻 だけ を残 してい るイス ラム教 徒が第三者 に全遺産を遺 贈 し
た場合,妻 が同 意すれば第三 者は全遺産 を受け とるが,同 意 しなければ1/4
×2/3=1/6は妻が受け と り,受 遺者 は5/6を受け とる13).唯一の相続人が
夫 であるな ら,妻 は純遺産 の2/3まで遺贈 でき る.
相続人以 外の第三 者へ の遺贈が,純 遺産 の1/3以内であ るな らば,相 続人
の同意は全 く必要 でない.純 遺産の1/3を超過す る遺贈は,1/3まで減額 さ
れ る.数 個 の遺 贈の合計が純遺産 の1/3を超 えてお り,か つ相続 ノ＼が同意 し
ない場 合に,ス ソニー法は比 例的減 少の理 論を適用 し,個 々の遺贈額 を按分
的 に減 少す るが,シ ーア法は遺 言作成時 を基準 に して優 先権 を決定す るので,
時 を異に してな された 数個の遺贈があ る場合 には,遺 言 の前後に よ り、前の
受遺 者か ら順次,純 遺産の1/3以内で遺贈 を受 け る(遺 言の前後関 係か ら,
前の遺贈を撤 回 した ことが明白であれ ば,こ のかぎ りで ない).被 相続人が
Aに 純遺産 の1/4,Bに1/12,Cに1/24を 遺贈 した場合に,シ ーア法 に
よれば,相 続人が同意 したな ら別 だが,A,Bは 各自1/4,1/12を受け るが
Cは 何 も受け とらない.AとBへ の遺 贈 を合計す ると,1/4十1/12・=4/12=
1/3で,これだけで法律 上の遺 贈限度 に達 して しま うためであ る14、.しか し,
贈与 と異 な り遺 贈は遺言 の作成 に前後が あ って も,そ の効 力は遺言者の死亡
に よ り一律 に生ず る もので あるか ら,そ の間 に優先順位 を認め ることは賛 し
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得ない.
遺贈 は,そ の 目的か ら,敬 虚 な る遺贈 と世俗的 な る遺 贈 とに大別 し うるが,
効 力は平 等で,前 者が後老 に優 先 しない.し か し敬度 な る遺贈 の内部 では,
効 力に差 異があ る15).敬度 なる遺贈には,① フ ァラーイ ド(faraid義務的
遺贈,(例)死 老 に代 って巡礼を遂行すべ き負担 を課 してす る遺贈)② ワー
ジパ ー ト(Wajibat賞讃 され るが義務的 でない遺 贈,(例)断 食 を破 った償
い として貧者に施 しをす るため の遺贈)③ ナ ワー フ ィル(Nawafi1任意的遺
贈(例)橋 や宿屋を作 るための遺贈)が あ るが,こ れ らの遺 贈の間では,①
は② に,② は③ に優先す る.被 相続人がAとBに 世 俗的 な る遺贈 として
Rs3000を,Cに 敬虎 なる遺贈 としてRs3000を遺贈 した.葬 式費用,債
務 を支払 った後の純遺産はRsl2000であ った.こ の場合の遺 贈限度はRs
l2000×1/3=Rs4000であ る.相 続人 の同意が ないか ぎ り,Rs4000を
A,BとCの 間で比例的 に分配す る.す なわちRs2000を 世俗的 な る遺
贈(A,Bは 各 々RslOOO)に,Rs2000を敬度な る遺贈 に割 り当て る.
そ して後者 のRs2000に っいては上 記の原則を適用す る.
遺贈の 目的物に,他 の物が附合,混 和 した な らば,そ の遺贈は 目的物 の不
存 在を理 由に効力 を生 じないのか.イ スラム相続法は,本 来 の 目的物 に代 る
財産が存在す るな らば,遺 言者 の意思を推測 して,そ の代位 物を遣贈 の 口的
と認め る,合 成物,,混 和物 について,相 続人 の同意は必要 でないが,そ の
価格 が遺 贈限度 内でなければ な らない.受 遣者が遺贈 を承認す る前 に,附 合,
混 和が行われれば 問題ないが,遺 贈 を承 認 した後で遺産分 配が行われ る以前
に附合,混 和が行われた場 合の処理については学 者の間で意 見の相違 があ る.
合成 物,混 和物の価格が遺贈 限度を超 す場合にす ら,受 遣 者はそれ を取 得す
るとい う意見 と,合 成物,混 和 物の価格 が遺贈限度を超す場合には,受 遺者
は超過 部分 について権利 を取 得 しない とい う意 見である16)、
① 相続人以外の第三者に対 して② 純遺産 の1/3の範囲 内で なされた遺贈は
完 全に有効 であるが,純 遺産 の1/3を超す遺贈は,遺 言 者の死後(ス ンニー
法)あ るい は生存 中(シ ーア法)に 相続権 を侵害 された相続 人が 同意 しない
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か ぎ り無 効 で あ る.こ れ につ いて ス ン ニ ー法 と シ ー ア法 で 意 見 の 相 違 は な い.
遣 贈 限 度 を超 す 遺 贈 の 効 力 を相 続 人 の 同 意 の有 無 に か か ら しめ て い るの は,
相 続 人へ の遺 贈 の場 合 と同 様,自 ら権 利 を放 棄 した 相 続 人 の利 益 を 保 護 す る
必 要 は な い とい う理 由 に よる.イ ス ラ ム相 続 法 は 被 相続 人 の遺 産 を 「可 譲 部
分 」 と 「相 続 部 分 」 に 分 け,純 遺 産 の1/3以 内 で の遺 贈 の み を認 め,2/3を
相 続 人 の 問 で イ ス ラム法 が 定 め る相 続 分 に従 って分 配 す る.
同 意 権 を有 す る者 は 相 続 人で あ る.同 意 権 を行 使 し うる時 期 は,相 続 開始
後 で あ る(ス ンニ ー法).17)同意 の 方 式 は 特 に 規 定 され て い な いが 受 遺 者 に
対 す る意 思 表 示 を 必 要 と し,且 つ そ れ で十 分 で あ る と解 され て い る.数 人 の
相 続 人 の 中 の あ る者 は 同意 した が,他 の 者 は 同 意 しな い 場 合 に は,同 意 を与
えた 老 の 相 続 分 だ け を 拘 束 し,超 過 部 分 は 同意 を 与 え た相 続 人 の相 続 分か ら
支 払 わ れ る18),
マ ー リキ ー派 に よれ ば,遺 贈 の 物 的 制 限 は 絶 対 的 で あ る故 に ,遺 贈 限 度 を
超 過 す る遺 贈 を相 続 人 が異 議 な く履 行 した な らば,超 過 部 分 は 遺 贈 の効 力 を
生 ず る の で は な く,相 続 人 か らの贈 与 の 効 力 を 生 ず る.マ ー リキ ー派 以外 の
学 派 は,相 続 人が 同 意 を ケえ たな らば,超 過 部 分 も遺 贈 の 効 力 を 生 じ,相 続
人 か らの贈 与 の効 力 を生 ず る ので は な い と主張 す るの で,相 続 人 に よ る受 遺
者 へ の 遺 贈 の 目的 物 の 引渡 とい う問 題 も生 じな い19).
ス ンニ ー法 は,一 一tfなされ た 同 意 の撤 回 を絶 対 に認 め な い が20ノ,シー ア法
は,遺 贈 限度 に関 す る錯 誤(遺 贈 限 度 は1/2だ と信 じて い た),遺 贈 限 度 を
超 過 す る部 分 の 価格 に 関 す る錯 誤(超 過 部分 はRs200と 思 って い た の に 実
際 に はRs2000であ った)を 理 由に,す で に な した 同意 の撤 回 を認 め る.シ
ー ア法 に よれ ば 制 限 超 過 の 遺 贈 を 一 度 は 否 認 した が ,後 に な って 否認 を撤 回


















17)MD・Manek.,oP.cit.,P.149.但 し シ ー ア 法 に よ}し ば,同 意 は 遺 言 者 の 死 亡





4.お わ り に
イスラム以前においては,人 々は 自己の財 産 を,ほ とん ど無制 限に処分す
る権限を有 していた.し か しコーラ ンは明白かつ特殊 な相続法 を規 定 した.
イ スラム教徒に とって唯一神 た るアツラーの 命令に背む くこ とは,好 ま しく
ないだけでな く,罪 悪 です らあ るので,イ ス ラム教徒は,初 期にお いては遺
言 に よる財産処 分(遺 贈)に 一種 の抵抗 さえ惑 じ て い た が,そ の後にな っ
て1),予言者の伝承は明白に遺贈 を承認 し,遺 言者 に,相 続法 をあ る程 度 ま
で訂正す る方 法,相 続 か ら除外 され た親 族が遺産 の分け前に あずか る方 法,
第 三者 が遺言者 に与えた助 力,献 身的 行為に報 い る方 法を提供 した.し か し
予 言老は,他 方 におい て遺言者 の財産処分権は相続人の権 利 を著 しく侵害 し
ては な らない と宣言 した.財 産処分 の自由 と相続 人の利益 保護 の調節 をはか
るために,イ スラム法が考えだ した制度が,本 稿で取 り上げ た 「遺 贈制 限」
であ る.最 後に,集 約 す ると,イ スラム相続法の遺 贈制 限は①受遺者(人 的
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制 限)と ② 遺 贈 の 目的(物 的 制 限)に つ い て 行 わ れ る.完 全 に 有 効 な 遺 贈 は.
相 続 人以 外 の 第 三 者 に 対 し て 純 遺 産 の1/3以 内 で な さ れ た も の で あ り,相 続
人 へ の 遺 贈,純 遺 産 の1/3を 超 す 遣 贈 は,相 続 人 の 同 意 が な い か ぎ り,無 効
で あ る.遺 贈 制 限 は,同 時 相 続 と並 ん で,イ ス ラ ム 相 続 法 の 特 色 で あ る.
1)初 期 に おい て は,相 続 人 の ため に す る遺 贈 は,全 く許 され なか った.H.A.R-
Gibb・J.H.Kramers,shorterEncyclopaediaofIslam,
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